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◆ 飼料用トウモロコシ  各地域で収穫が始まっています。刈り遅れないよう、収穫を速

やかに進めましょう。 

◆ 牧草  刈り取り危険帯の時期が近づいています。この時期は収穫や施肥を避けます。 

 
１ 飼料用トウモロコシの収穫・調製 
（１） 黄熟期に到達している圃場が多いと推察されますので、子実熟度を確認し、速やかに収穫作業に入 

ります。（収穫適期については、農作物技術情報第 6 号を参照してください）。台風が近づいているこ

とからも効率的に収穫調製作業を進めて下さい。なお、株の倒伏や折損が生じた場合は、農作物技術

情報号外台風事後対策（平成 25 年 9 月 17 日）を参照下さい。 
（２） 熟期が完熟期に近い場合は、子実が硬く、また詰込水分がやや低くなりますので、消化率とサイロ 

詰め込み密度を高めるため、収穫時の切断長を 10mm 未満とします。完熟期で破砕処理を行う場 
合は、切断長 19mm、ロ－ラ間隙 3mm が目安です。 

（３） 過度の刈り遅れやすす紋病、霜にあたったトウモロコシは、水分含量が低く、開封後、二次発酵 
が起こりやすくなります。ギ酸やプロピオン酸など添加剤の使用を検討しましょう。また、刈り遅 

れた圃場では、カビが増殖している可能性があります。サイレージを開封するときに、カビの有無 

をよく確認し、給与時にはカビをしっかりと取り除きましょう。 
 

２ 草地管理 －牧草の刈り取り危険帯― 
オーチャードグラス等の寒地型イネ科牧草は、短日で気温が低下してくると、越冬のために地下部へ

養分の蓄積を始めます。この時期に刈り取りを行うと、牧草が再生し、養分の蓄積が不十分となるため、

冬季に凍害や雪腐れ病の影響を受けやすく、越冬株数が減少するなど、翌年以降の減収につながります。 
 

（１）刈り取り危険帯の時期 
   オーチャードグラスの刈り取り危険帯は、日平均 

気温が 15℃になる日からおよそ 40 日間となりま 
す。なお、年次や地域によって変動する場合があり 
ますが、各地域における平年の刈り取り危険帯の始 
まり（日平均気温 15℃以下になる日）は下表のと 
おりです。 

 
 
（２）施肥 
   刈り取り危険帯の時期に窒素成分を供給すると、養分の蓄積が止まり、分げつや成長が始まります。

この時期は刈り取りだけでなく、施肥も控えてください。また、窒素成分を多く含んだ堆肥の施用も

避けましょう。 
 
 
 
 
 

 

刈り取り危険帯の開始時期（平年）

奥 中 山 9月22日

久　　慈 10月4日

盛　　岡 10月3日

奥州（江刺） 10月6日

一　　関 10月9日
※日平均気温が15℃以下となる日

9 月 15 日～11 月 15 日は秋の農作業安全月間

慣れと油断が事故のもと いつもの作業もまず確認！ 

農作物技術情報第８号は１０月３１日（木）発行の予定です。

気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。

※ 発行時点での最新情報に基づき作成しております。 

※ 発行日を確認のうえ、必ず最新情報をご利用下さい。 

中央農業改良普及センター県域普及グループは、現地農業改良普及センターを通じて先進農業者に対

する支援活動を展開しています。 
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